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概要 

LV11961HA はモータ駆動効率の良いダイレクト PWM 駆動が容易に実

現できる単相バイポーラ駆動のモータドライバである。パーソナル

コンピュータの電源ファン、CPU クーラファン駆動に最適である。. 
 

機能 

• 単相全波駆動 (16V/1.0A 出力 FET内蔵) 
• VTH端子にDC電圧入力を行う可変速機能 
• 最低速設定端子 RMI端子 
•ソフトスタート設定端子 SFS端子 
• ホールバイアス用定電圧出力 HB端子 
• ロック保護、自動復帰回路内蔵 
• FG（回転数検知）、RD（ロック検知）出力 
• サーマルシャットダウン回路内蔵 
 
アプリケーション 

• ファンモータユニット 
• ノートPC 
• デスクトップPC 
• プロジェクター 
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ORDERING INFORMATION 
 
Ordering Code: 

LV11961HA-AH 
 
Package 

HSSOP14 (225mil) 
(Pb-Free / Halogen Free) 

 
Shipping (Qty / packing) 

2000 / Tape & Reel 
 

 

単相全波ファンモータドライバ 

HSSOP14 (225mil) 

†テープ&リール仕様(製品配置方向,テープサイズ含

む)に関する情報については、Tape and Reel 

Packaging Specifications 

パンフレット(BRD8011/D)をご参照ください 
http://www.onsemi.com/pub_link/Collateral/BRD8011-D.PDF 
 

XXXXXXXXXX
YMDDD

XXXXX = Specific Device Code
Y = Year
M = Month
DDD = Additional Traceability Data
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絶対最大定格 / Ta = 25C (Note 1) 
項目 記号 条件 定格値 Unit 

VCC最大電源電圧 VCCmax  18 V 

OUT端子最大出力電流 IOUTmax  1.0 A 

OUT端子最大ピーク電流 IOpeak max Duty ≤ 10% 1.2 A 

OUT端子出力耐圧 VOUTmax  18 V 

REG 最大出力電流 IREGmax  10 mA 

HB 最大出力電流 IHBmax  10 mA 

VTH入力端子耐圧 VTHmax  4 V 

FG/RG 出力端子耐圧 VFG/VRDmax  18 V 

FG/RG 最大出力電流 IFG/IRDmax  10 mA 

許容消費電力 Pdmax 指定基板付 (Note 2) 1.1 W 

動作温度範囲 Topr (Note 3) –40  to +95 C 

保存温度範囲 Tstg  –55  to +150 C 

1. 最大定格を超えるストレスは、デバイスにダメージを与える危険性があります。これらの定格値を超えた場合は、デバイスの機能性を損ない、ダメージ

が生じたり、信頼性に影響を及ぼす危険性があります。 

2. 実装基板：114.3mm x 76.1mm x 1.6mm, ガラスエポキシ基板 

3. Tjmax=150Cを超えないこと 

 
推奨許容動作範囲 / Ta = 25C (Note 4) 

項目 記号 条件 
定格値 

Unit 
min typ max 

VCC電源電圧 VCCop  3.6 12 16 V 

VTH 入力レベル電圧範囲 VTHop  0  VREG V 

RMI 入力レベル電圧範囲 VRMlop  0  VREG V 

IN1/IN2 入力同相入力電圧範囲 VICM  0.2  VREG–1.2 V 

CPWM 発振周波数 fCPWM  20  100 kHz 

4. 推奨動作範囲を超えるストレスでは推奨動作機能を得られません。推奨動作範囲を超えるストレスの印加は、デバイスの信頼性に影響を与える危険性が

あります。 

 

電気的特性 / Ta  25C, VCC = 12V (Note 5) 

項目 記号 条件 
定格値 

Unit 
min typ max 

回路電流 ICC   2.0 3.0 mA 

REG 端子出力電圧 VREG IREG=5mA 2.80 3.15 3.50 V 

HB 端子出力電圧 VHB IHB=5mA 1.08 1.2 1.32 V 

CPWM 端子Hレベル電圧 VCPH  2.05 2.15 2.25 V 

CPWM 端子Lレベル電圧 VCPL  0.57 0.62 0.67 V 

CPWM 端子出力振幅 DVCP  1.41 1.53 1.65 V 

CPWM 端子充電電流 ICPWM VCPWM=1.4V 19 24 32 A 

CPWM 端子放電電流 ICPWM VCPWM=1.4V –32 –24 –19 A 

SFS 端子充電電流 ISFS  0.75 1.25 1.85 A 

SFS 端子クランプ電圧 VSFSCL  0.2 0.4 0.6 V 

ホール入力感度 VHIN 設計目標 (Note 6)  10 20 mV 

OUT 出力L電圧 VOL IOUT=200mA  0.11 0.17 V 

OUT 出力H電圧 VOH IOUT=200mA  0.18 0.27 V 

FG/RD 出力端子L電圧 VFGL/VRDL IOUT=3mA  0.1 0.2 V 

FG/RD出力端子リーク電流 IFGL/IRDL VFG/VRD=18V   10 A 

Continued on next page 
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Continued from preceding page. 

項目 記号 条件 
定格値 

Unit 
min Typ max 

ロック検出出力ON時間 LT1  0.45 0.75 1.05 Sec 

ロック検出出力OFF時間 LT2  4 7 10 Sec 

ロック検出出力ON/OFF比 LRTO LRTO=LT2/LT1 8 9 10  

サーマルシャットダウン 

動作温度 

TSD 設計目標 (Note 6)  180  C 

サーマルシャットダウン 

      ヒステリシス幅 

ΔTSD 設計目標 (Note 6)  30  C 

5. 製品パラメータは、特別な記述が無い限り、記載されたテスト条件に対する電気的特性で示しています。異なる条件下で製品動作を行った時には、電気

的特性で示している特性を得られない場合があります。 
6. 設計目標値であり、これらの項目は単体測定を行わない。 

 
真理値表 

VTH IN1 IN2 CPWM *1 OUT1 OUT2 FG RD Mode 

L 
(OPEN) 

L H 
H 

H L L 

ON 

回転中-駆動 

H L L H OFF (PWM-OFF) 

H 
L H 

L 
OFF L L 回転中-回生 

H L L OFF OFF (PWM-ON) 

- L H 
- 

H OFF L 
OFF ロック保護 

- H L OFF H OFF 

  *1   CPWM=H とは CPWM>VTH,  CPWM=L とは CPWM<VTH 
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外形図 
unit : mm (typ) 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

HSSOP14 (225mil)
CASE 944AA
ISSUE A

SOLDERING FOOTPRINT*

NOTES: 1. The measurements are not to guarantee but for reference only.
2. Land pattern design in Fin area to be altered in response to
customer’s individual application.

(Unit: mm)1.0

5.80

0.32

0.65
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Pdmax-Ta 図 
 

 
 
 
 

ピン配置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Board mounted (114.3mm x 76.1mm x 1.6mm, glass epoxy ) 
1.10

    Package: HSSOP14 (225mil) 
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ブロック図 
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Rotation 
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端子機能 
Pin 

No. 
端子名 機能 等価回路 

1 OUT2 モータ駆動用出力端子(2).  

1 

PGND 

VCC

14 

 

14 OUT1 モータ駆動用出力端子(1). 

2 VCC 電源電圧入力端子.  

3 RMI モータ回転最低速設定端子  

3 

SGND SGND 
 

4 VTH モータ回転速度制御入力端子  

4 

SGND SGND 

5 CPWM PWM 用発振出力端子.  

REG
SGND 

SGND

SGND 

5 

 
6 FG 回転信号出力端子  

6 

SGND 

SGND 
 

Continued on next page 
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Continued from preceding page. 
Pin 

No. 
端子名 機能 等価回路 

7 RD モータ拘束検知出力端子  
7 

SGND 

SGND 
 

8 IN1 ホール信号入力端子 (1).  

SGND 
SGND 

8 

 
9 HB ホールバイアス用定電圧出力端子.  

9 

SGND 

VCC 

SGND 

10 IN2 ホール信号入力端子 (2).   

SGND 

10 

 
11 REG 定電圧 (3.2V)出力端子. 

この端子は IC 内部の制御回路系に電源と 

して接続されている. 

 

11 

SGND 

VCC 

SGND 
 

Continued on next page 
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Continued from preceding page. 
Pin 

No. 
端子名 機能 等価回路 

12 SFS ソフトスタート設定端子.  REG 

SGND 

SGND 

SGND 12 

 
13 SGND 制御回路系 GND 端子. 

 

Frame PGMD 駆動系 GND 端子. 

放熱フィンとしても作用する. 
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機能説明 

- スタートアップ 

VTH と RMI の電圧が VCPWM よりも高い状態

が 1.5ms(typ)以上続いた場合、IC はスリ

ープモードになります。一度 VTH 電圧が

VCPWM より低くなると IC は起動し、スター

トアップモードに入ります。 

スタートアップモードでは、OUT1 と 2 の

PWM dutyが SFS端子電圧レベルで決定され

ます。 

SFS端子とSGND間にコンデンサを接続する

ことにより SFS 端子電圧は IC 起動後に

徐々に上昇していきます。 

IC 起動時の PWM 出力のモードは 

- 駆動 (  SFS > CPWM の条件での CPWM

の充電期間 ) 

 -回生動作 ( CPWM の放電期間と SFS < 

CPWM の条件の CPWM の充電期間 ) 

の２つになります。 

SFS 端子電圧が高いほど駆動 duty が大き

くなる。そのため、駆動電流は図１のよう

にSFS電圧の増加にしたがって増えていき

ます。 

このスタートアップ動作はロック保護からの

復帰の際にも適用されます。 

  

PWM duty increasing 

Fig.1 

CPWM 

VCC 

OUT 

2.15V(typ) 

(=VREG x 69%) 

0.62V(typ) 

(=VREG x 20%) 

OFF Clamped duty 

(=50%(typ)) 

REG 

SFS 
0.4V(typ) 
…Inner clamp level at SFS 

 
 

モータは駆動dutyの上昇により回転を開始

します。起動開始から FG のエッジを 8回検

出すると、図 2に示すように、SFS 端子電圧

基準から VTH 端子電圧基準に切り替わりま

す。 
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- PWM duty control 

PWM出力のdutyは CPWM発振とVTH端子に入

力される DC 電圧の比較で決定されます。 

PWM 出力のモードは下記の 2つです。 

   駆動 （ CPWM > VTH の期間 ) 

   回生   ( CPWM < VTH の期間 ) 

 

PWM 出力の最小 duty は CPWM 発振と RMI 端子

に入力される DC 電圧の比較で決定されます。 

RMI 端子電圧と VTH 端子電圧の関係と PWM 出

力の duty については下記のようになります。 

   VTH 電圧で決定 (RMI > VTH の期間 ) 

   RMI 電圧で決定  (RMI < VTH の期間 ) 

 
  

Controlled duty by VTH input 

Fig.3 

CPWM 

VTH 

OUT 

2.15V(typ) 

(=VREG x 69%) 

0.62V(typ) 

(=VREG x 20%) 

Duty by RMI input Full duty 

RMI 

 

  

Controlled PWM by SFS 

Fig.2 

CPWM 

VCC 

OUT 

1 

REG 

SFS 

VTH 

Controlled PWM by VTH 

FG 

2 3 … 8 9 … 
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- ソフトスイッチング 

本ICは相の切りの際にPWMdutyを段階的に変

動させていく制御を行います。この動作をソ

フトスイッチングと呼んでいます。 

ソフトスイッチングの期間はFG半周期の 

18.75%ずつ、相の切り替わりの前後に付与さ

れます。詳細を図4に示します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ソフトスイッチング中の出力のPWM制御は下

側FETのみの制御で行われます。立ち下がり時

のソフトスイッチング動作についてはPWM 

dutyが段階的に減少していき、 本来の駆動

dutyの12.5%刻みで変動していきます。図5を

参照してください。 
 

 

Term of PWM action 

according to VTH level 

(PWM) 

TDH 

TDH x 87.5% 

TPWM 

TDH x 75% TDH x 62.5% TDH x 50% TDH x 37.5% TDH x 25% TDH x 12.5% 

TPWM 

TDH 

TPWM 

TDH x 0% 

TSSD 
(= TSSW x 12.5%) 

TINH(L) x 18.75% = TSSW 

Term of Soft off switching 

TSSD TSSD TSSD TSSD TSSD TSSD TSSD 

Point of phase switching 

OUT 

CPWM 

VTH 

Fig.5 
 

 
 
 

 

IN1 

TINH 

IN2 

TINL x 18.75% TINH x 18.75% 

PWM action  
  according to VTH level 

Soft off 
 switching 

Soft on 
 switching 

TINL 

TINH x 18.75% TINL x 18.75% 

PWM action  
  according to VTH level 

Soft off 
 switching 

Soft on 
 switching OUT1 

OUT2 
Soft on 
 switching 

TINL x 18.75% 

FG 

Fig.4 
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同様に、相切り替わり後の立ち上がり時のソ

フトスイッチング時には段階的にPWM dutyが

増加していき、本来の駆動dutyの12.5%刻みで

変動していきます。相切り替わり後には 300

μ秒(typ)固定の回生動作時間が挿入されま

す。図6を参照してください。 

 
  

Term of PWM action 

according to VTH level 

(PWM) 

TDH 

TDH x 87.5% 

TPWM 

TDH x 75% TDH x 62.5% TDH x 50% TDH x 37.5% TDH x 25% (TDH x 12.5%) TDH 

TPWM 

(TDH x 0%) 

TSSD 
(= TSSW x 12.5%) 

TINH(L) x 18.75% = TSSW 

Term of Soft off switching 

TSSD TSSD TSSD TSSD TSSD TSSD TSSD 

Point of phase switching 

OUT 

CPWM 

VTH 

Fixed regenerating term 
 ( =300usec(typ) ) 

TPWM 

Fig.6 
 

 

- 拘束保護及び自動復帰機能 

モータが拘束された時、本ICは長時間大電流

が流れて破壊することを防ぐ目的で保護機能

が働きます。 

ホール入力が一定期間の間切り替わらない状

態を検出すると出力の駆動を停止します。 

その後規定の時間が経過するとICはスタート

アップモードで再起動を行います。図7を参照

してください。 
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OUT1 

OUT2 

FG 

TACT 

Re-start 

[ =7sec(typ) ] [ =0.75sec(typ)

Motor Lock Motor re-rotating 

IN2 

IN1 

Waiting for FG pulse Lock protection 

Regular Rotation 

Restart mode 
( similar to Start-up mode) 

Regular mode 
TDET 

Fig.7 

RD 

 
 

- Others 

本 IC では減電保護（UVLO）と過電圧保護

（OVP）機能を備えています。 

UVLO の動作電圧としては VCC が 2.9V (typ)

以下になった時に保護が働き、 VCC が 3.1V 

(typ)以上になると解除されます。UVLO が動

作したときには OUT1 と OUT2 の両方が off

になります。 

OVP の動作電圧としては VCC が 19.8V (typ)

以上になった時に保護が働き、VCC が 17.8V 

(typ)以下になると解除されます。 

OVP が動作したときには、OUT1 と OUT2 の上

側 FET が off になりますが、下側 FET は IN

の入力に応じて駆動されます。 
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応用回路例 
 

 

Rotational 
signal output 

Fig.8 

C1 

MN1 

CM 

Power 
 Supply 

H C2 

R6 

R7 

R1 

M 

Lock detection 
signal output 

R2 

C3 

R4 R5 

C4 

PWM 
signal Input 

*1 

*2 

*4 

*4 

*5 

*9 

*10 
R3 

*3 

*7 

*1 *1 

*1 

*6 

*8 

C5 

SFS 

OUT1 

VTH 

CPWM 

PGND 
(Frame) 

OUT2 

RMI 

FG 

VCC 

IN2 

RD IN1 

HB 

PGND 

(Frame) 

REG 

SGND 

12 

11 

14 

13 

9 

8 

10 

2 

1 

4 

3 

6 

7 

5 

 
 
*1    < 電源- GND 配線 > 

PGND(Frame)はモータ駆動電源系、SGND 

はIC内部の制御回路電源系に接続されてい 

ます。   

それぞれを分けて配線し、各制御部系外付け 

部品はSGNDに接続してください。 

また、PGND(Frame)端子は放熱フィンとし 

ても作用しますので、この端子への配線の面 

積を大きくすることでICの放熱効果もより 

高まります。駆動系から発するノイズの軽減 

効果も考慮すると、PGNDへの配線はできる 

限り太くしてください。 

VCCについても駆動系に繋がっていますの 

で、PGNDと同様、配線はできる限り太く短 

くしてください。 

 

*2     < 電源安定化コンデンサ > 

PWM駆動、およびキックバック吸収用の電 

源安定化用コンデンサCMは0.1μF以上の容 

量を用いてください。特にコイルインダクタ 

ンスが大きい場合やコイル抵抗が小さい場 

合、電流リップルが大きくなるので、これを 

吸収できる大きな容量のコンデンサを用い 

てください。 

本ICは、上側FETのスイッチング方式により 

下側FETで電流を回生しているので、CMは 

VM と PGND 間にパターンを太く、最短にて接 

続してください。 

 

*3     < REG 端子出力安定化コンデンサ> 

REG端子出力電圧はIC内部の制御回路電源で 

あり、制御回路の誤動作防止のために十分な 

容量値のコンデンサC1を用いて出力電圧を安 

定化させてください。 

 

*4    < ホール入力 > 

ノイズがのらない様、短く配線する必要があり 

ます。ホール入力回路はヒステリシス（20mV） 

  を有するコンパレータとなっていますので、 

ホール入力レベルとしては、最低でもこのヒス 

テリシスの3倍（60mVp-p）以上を入力するこ 

とを推奨します。 
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*5   < PWM 発振周波数設定用コンデンサ> 

CPWM 端子にコンデンサを対 GND に接続するこ

とで、PWM 制御用の発振信号が発生します。 
   

 
この発振信号の周波数 fCPWMは以下のようにな 

ります。 

  

 CPLCPH

CPWM
CPWM VVC

I
f




22

1
 

 C2=100pF の場合、上式から 

   kHz
E

E
f pFCPWM 70.81

62.015.2100

0.25

2

1
12

6

100 


 



  

 
上記の値は電気的特性における typ 値であ

り、 

実際には min 値および max 値で規定する 

ばらつきが発生しますので、このばらつきを 

考慮した上で C2 の値をご検討ください。 

また、回路の動作時間や基板の寄生容量等の 

影響により誤差が生じますので、実動作を 

確認した上で C2 の値を決定してくださ 

い。 

 

*6    <  VTH 端子入力 > 

VTH端子に入力される直流電圧とCPWM端 

子の発振信号が比較され、PWM出力の 

デューティが決定されます。 

PWM出力は 

    CPWM>VTH ⇒ 駆動モード 
    CPWM<VTH ⇒ 回生モード 
  となります。 

 外部からの制御信号が PWM パルス信号の場 

合、Fig.1 のようなレベルシフトおよびフィ 

ルタによって平滑化した信号を VTH 端子に入 

力してください。 

Fig.1 において PWM パルス信号の High デュー 

ティが D[%]の場合、フィルタによって平滑さ 

れる VTH 端子の入力レベルは、 
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と近似して表されます。この式は（MN1 のオ 

ン抵抗）≪R6 と仮定していますので、R6 は十 

分大きな抵抗値を選択してください。一方、 

R1～R3 および R4 の抵抗値が大き過ぎると VTH

端子の入力インピーダンスが影響し、VTH 端子

への入力レベルの誤差が大きくなります。 

  従いまして、R1～R3 および R4 は 4.7kΩ～ 

47kΩ程度の抵抗を使用することを推奨します。

また、C3、R4 によるフィルタのカットオフ周

波数 fc は 

432

1

RC
fc 



 

と表されますが、十分に平滑化させるために上 

記によって算出される数値よりも 50～100 倍 

の容量または抵抗を使用してください。 

実際には、抵抗は上記インピーダンスの影響に 

よって使用する抵抗値が制限されますので、フ 

ィルタの調整は容量値によって行なってくだ 

さい。 

PWM 入力信号断線時の補償のために、Fig.1 

にある R5 のように FET のゲートを抵抗で 

プルアップすることを推奨します。 

 

*7    < 最小駆動 duty 設定 > 

RMI端子に入力される直流電圧とCPWM端子 

の発振信号が比較され、駆動dutyは 

RMI>VTH ⇒ VTH 端子電圧によって変化 
RMI<VTH ⇒ RMI 端子電圧で設定された固定

duty 

となって、最小の駆動 duty を補償します。 

 

*8    < ソフトスタート設定 > 

起動時にSFS端子電圧によるPWM駆動 dutyが

50%になるまでの時間 TSFS は 

   
 

SFS

SFSCLCPH
SFS I

VVC
T


 4  

となります。モータの起動特性やロック保護 

時間等を考慮し、実動作を確認した上で C4 の 

容量値を決定してください。 

 

*9    < RD 出力 > 

RD 出力は N-ch MOSFET のオープンドレイン出

力になっています。モータ回転時に “Low 出
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力”、拘束検知時には “ハイインピーダン

ス”になります。 . 

未使用時オープンとしてください。

*10    < FG 出力 > 

FG 出力は N-ch MOSFET のオープンドレイン 

出力になっています。相切り替えに応じたFG 

出力により、回転数検知が可能です。 

 未使用時オープンとしてください。 
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